
日常生活のあちこちに溢れている文字は、何気ない瞬間に私たちの目に
映ります。車が動いている時に車内から道路標識や広告を見る時、強い
光で視界がぼやける時、眼鏡を忘れて駅の案内板が見えない時、タグの
印刷が薄くなって見えにくい時、製品パッケージの成分表の小さな文字
を読みたい時、こういった場面の中で、 誰もが一度は文字を上手く判別
できなかったという経験があるのではないでしょうか。
一方で、文字をはっきりと認識できない人々にとっては、こうした場面
は特別なことではなく日常的なことなのかもしれません。全ての人が
はっきりと読めることを目指すというコンセプトのUDフォントは、街
中に文字があふれる中、文字環境において誰もが平等になれるような「理
想郷」といえます。




